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LPブロック①ファーストビュー（PC）

小学5年～中学生対象

✔第2期生先着20名募集開始しました
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PC/スマホ対応
PC：横幅100％表示

ページ内リンク
申し込みボタンのデザインはこんな感じで
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学校に行きたくない子どもが輝く！
「やりたい！」を見つける探求教室

小学5年～中学生対象
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LPブロック①ファーストビュー（スマホ）

100％

保護者向けウェブ説明会へ申し込む無料

✔第2期生先着20名募集開始しました

背景画像にアバターが載ってるイメージ

保護者向けウェブ説明会に申し込む無料

オンライン
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無料ウェブ説明会日程（2022年）

【10月】14日(金), 20日(木), 27日(木)

【11月】4日(金), 10日(木), 18日(金), 25日(金), 28日(月)

【12月】8日(木), 15日(木)

【時間】全日程19:00～20:00（各回定員10名）

LPブロック②日程案内

Mアカは小中合わせて5年間不登校だったぼくの体験から生まれました。

学校に行きたくないと感じ始めてから実際に学校に行けなくなるまでの記憶は、

今でも昨日のことのように思い出すことができます。

一方で「周りの大人も悩んでくれていたんだなぁ」と思います。

「そんな休んでばかりじゃ社会に出たら通用しないよ」と繰り返す言葉の奥に

は、心配や焦りの気持ちがあったに違いありません。

かつてないほど社会の変化が激しくなったことから、当時より今の方が保護者

の方はずっと強くそれを感じているのではないでしょうか。

このような時代を生きていく子どもに必要なのは、外側の変化に流されず、自

分の内側に軸を持って自分らしく生きるための学びです。

自分の気持ちを言葉にして、やってみたいことをやってみる。

自発的な行動を通して、自分の意志を再発見していく。

正解を教えられる子ではなく、

自分で答えをつくる子どもになる学びをMアカで一緒に探究してみませんか？

Mアカ発起人

大谷吉秀

Yoshihide Otani

LPブロック③発起人挨拶（共感のパート）
スマホは一列表示（コピー→写真→肩書名前→本文）

840px

メインカラー：ターコイズ（爽やか/信頼） サブカラー：オレンジ（暖かさ/ポップさ）
各ブロックデザインやテキストデザインはお任せ。
全体的に明るく優しいトーン。ファーストビュー以外はシンプルなイメージで。
テキストデザインは、分類ごとに揃えてください。
（例；見出しはターコイズ、サイズ20pt、boldで統一するなどして揃える）
フォントサイズは適宜調整お願いします（本仕様書のサイズ感は少し大きいと思うので）。
そのほか；デザインに丸みを活かすなどして全体的に優しいトーンを表現
例）https://e.kobe-c.ac.jp/translation_competition/ →デザインに丸みを活かすイメージの参考として

G r e e t i n g

写真デザイン例）
枠に丸みを出して優しい
トーンを表現

大人も正解を見失ってしまった社会で、子どもが自分らしく生きられるように。

otaniyoshihide.jpg

https://e.kobe-c.ac.jp/translation_competition/


「やりたい！」が見つかるMアカ、3つの特徴

「やりたい！」のヒントを見

つけるアニメ教材

やりたいことを見つけるのに

は、まず「自分の気持ち」を

知ること。

カウンセラーと共同制作した

アニメーション教材で、わか

りやすく自分の個性を理解し

て「やりたい！」のヒントを

掴むことができます。

「やりたい！」を一緒に探究

するメンター

子どもの感情に共感する存在

は、「やりたい！」を見つけ

るためには欠かせません。

トレーニングを受けたMアカ

のメンターが、学びの疑問へ

の回答や気持ちのケアを通し

て、自分らしくいられるよう

にサポートします。

「やりたい！」をみんなでカ

タチにするコミュニティ

やりたいことが見つかった子

どもには、一緒にカタチにし

てくれる仲間が必要です。

個性はバラバラでもお互いを

尊重するコミニケーションが

行き交うMアカでは、大人の

想像を越えた「やりたい！」

が続々と生まれています。

P o i n t
LPブロック④ベネフィット
スマホは一列表示（イメージ画像→タイトル→本文）

point01.png point02.png point03.png

Mアカ生の声

先輩Mアカ生の声タイトル（全角25文字以内）

先輩Mアカ生の声の内容を記載する。（全角150文字以内）

年 齢 、 ニ ッ ク ネ ー ム （ o r 匿 名 ）

私たちの想像を越えた「やりたい！」を生み出してきたMアカ生が今、何を考えているのか、何を感じているの

かを聞いてみました。

先輩Mアカ生の声タイトル（全角25文字以内）

先輩Mアカ生の声の内容を記載する。（全角150文字以内）

年 齢 、 ニ ッ ク ネ ー ム （ o r 匿 名 ）

avatar01.jpg
顔部分

avatar02.jpg
顔部分

LPブロック⑤受講生の声Vo i c e

今集めている最中なので、
ダミー載せていおいてください。

スマホは一列表示
顔画像→タイトル→本文→プロフィール



無料ウェブ説明会日程（2022年）

【10月】14日(金), 20日(木), 28日(金)

【11月】4日(金), 10日(木), 18日(金), 25日(金), 28日(月)

【12月】8日(木), 15日(木)

【時間】全日程19:00～20:00（各回定員10名）

LPブロック②日程案内

ページ内リンク

✔第2期生先着20名募集開始しました

保護者向けウェブ説明会に申し込む無料

専門家監修のカリキュラムによる最先端の学び

由佐美加子 Mikako Yusa

Mアカは、共感的リーダーシップ論の草分け的存在であり、メンタルモデル開発

者の由佐美加子氏に監修をしていただいています。

Mアカの教材設計は、SEL（Social & Emotional Learning）と呼ばれる、社会

的・情動的学習に重きをおいたEQ教育がベースになっています。

SELは自己認識、人間関係の構築、責任ある意思決定、創造力、リーダーシップ

といった非認知スキルを高める最も有効なアプローチとして、注目を集めてい

ます。

写真枠、丸み
だすデザイン

スマホは一列表示（監修者ご紹介→写真→名前→本文）

LPブロック⑥監修者紹介（裏付けパート）

Social
人と関わる社会的能力

感情の言語化を手がかりに

胸に秘めた“やりたい”を見つけ出し

コミュニティで一緒にカタチにしていく

Emotional
感情や情動を扱う能力

Learning
この２つの能力を学ぶ

スマホは一列表示

R e c o m m e n d

アイコン1（画像リスト.xls参照）

yusamikako.jpg

アイコン2（画像リスト.xls参照） アイコン3（画像リスト.xls参照）

スマホで改行しないよう画像にする

監修者ご紹介

幼少期からヨーロッパ、アジア、米国で育ち、米国大学卒業後、国際基督教大学（ＩＣＵ）修士課程を経

て㈱野村総合研究所入社。次世代リーダーのあるべき姿を模索する中でＭＩＴ上級講師ピーター・セン

ゲ氏が提唱する「学習する組織」と出会う。以降、ソーシャルテクノロジーと呼ばれる最先端の人と組織

の覚醒と進化の手法を探求し続ける。2005年Appreciative Inquiry（ＡＩ）を生み出したデビッド・クー

パライダー教授が教える米国ケースウェスタンリザーブ大学経営大学院で組織開発修士号を最高成績で修

了。メンタルモデル理論をはじめとした共感的リーダーシップのあり方を様々な企業に研修提供している。

【著書・翻訳】

著書画像
スマホは二列表示

Yusabook01.jpg Yusabook02.jpg Yusabook03.jpg Yusabook04.jpg Yusabook05.jpg Yusabook06.jpg



応援者からのメッセージ

メッセージヘッドライン（全角25文字以内）

弁護士、NPO法人「ストップいじめ！ナビ」理事

真下麻里子 Mariko Mashimo

真下さんからのメッセージ（全角250文字以内）。真下さんから原稿いただき次

第掲載。取り急ぎダミーをのせておいてください。

写真枠、丸み
だすデザイン

学校に行きたくないと気持ちは創造性の種

四つ葉のクローバーアーティスト

生澤愛子 Aiko Ikizawa

中学生の頃は、人生を終わらせようとしたくらいに、学校に行くのが辛かった

のですが、無理して学校に通っていました。

もしあの頃、Mアカのような場所があれば、もっと早くに自分のやりたいことを

見つけて、楽しく生きれていたのかもしれないです。

2年ほど前に自分の気持ちや感情の扱い方を知ってからは、本当にやってみたい

ことが明確になり、ヨーロッパで海外展開をしたり、個展が大盛況になったり

と、自然と物事が鮮やかに進んでいくようになりました。

学校に合わないと感じている子にはありのままの自分でいられる環境が必要で

す。

LPブロック⑦応援者の紹介（裏付けパート）

スマホは一列表示（写真→ヘッドライン→名前→本文）

S u p p o r t

写真枠、丸み
だすデザイン

早稲田大学教育学部理学科を卒業後、司法試験に合格。中学・高校の数学科教員免許状を持つ弁護士とし

て宮本国際法律事務所に所属し、NPO 法人「ストップいじめ！ナビ」理事も務めている。全国の学校で

オリジナルのいじめ予防授業や講演活動を実施するほか、学校運営におけるリスク管理の観点から教職員

研修の講師としても活動中。著書に『「幸せ」な学校のつくりかた』『弁護士秘伝！教師もできるいじめ

予防授業』（いずれも教育開発研究所）、共著に『ブラック校則』（東洋館出版社）、『スクールロイ

ヤーにできること』（日本評論社）がある。

【著書】

スマホは二列表示

mashimomariko.jpg

mashimobook01.jpg mashimobook02.jpg mashimobook03.jpg mashimobook04.jpg

四つ葉が光ってみえる感覚があり、いままでに11万本以上の四つ葉に出会っている。

メインコンセプトは、「自然とともに生きることによる、才能の開花」幼少期に知った自然の美しさと、

思春期に感じた人間の可能性を融合して、創作をおこなっている。インフルエンサーや女優、起業家など

の著名人をはじめ、世界中に多数のコレクターがいる。作品に使用している四つ葉はすべて自分で見つけ

ており、天然で本物。

著書『四つ葉のクローバーを10万本見つけた少女の物語』

メディア出演歴: NHK チコちゃんに叱られる、フジテレビ系列嵐ツボなどほか多数。

【著書】

ikizawabook01.jpg



安心して始められるサービス設計

Mアカは子ども一人一人の個性や気持ちに合わせたカスタマイズ授業です。

最初の学習カウンセリングでお子さまの状態や興味を少しずつ聞かせてもらい、安心して取り組めるペースで

一緒に学びのプログラムを立てていきます。

マンツーマンの対話形式の授業で一緒に「やりたい！」を探究していきましょう！

①オンライン学習カウンセリング

②アニメーション教材

③テキスト or 対話形式のオンライン授業

④コミュニティ参加で仲間と交流

⑤仲間と一緒に「やりたい！」がカタチに

LPブロック⑧サービス説明

Mアカ第2期生先着20名募集開始！

対象は小学5年生～中学生。

保護者向け無料ウェブ説明会は各回定員10名です。

無料ウェブ説明会日程（2022年）

【10月】14日(金), 20日(木), 27日(木)

【11月】4日(金), 10日(木), 18日(金), 25日(金), 28日(月)

【12月】8日(木), 15日(木)

【時間】全日程19:00～20:00（各回定員10名）

LPブロック②日程案内
スマホはクリックで日程表示

LPブロック⑨クロージング

S e r v i c e

アイコン1（画像リスト.xls参照）

アイコン2（画像リスト.xls参照）

アイコン3（画像リスト.xls参照）

アイコン4（画像リスト.xls参照）

アイコン5（画像リスト.xls参照）



▼保護者向け無料ウェブ説明会のお申し込みはこちらから▼

お名前（姓名）

メールアドレス（半角英数）

メールアドレス（確認用）

説明会参加希望日

お申し込み後、自動返信メールにてウェブ説明会のURLをお送りします。ウェブ説明会は発言者

のみ顔が映る形式にて録画させていただきます。

▼ー

LPブロック⑩申し込みフォーム

お問い合わせ 会社概要 プライバシーポリシー

©Mアカ

http://emuaka.com/inq-top.php

例）鈴木一郎

例）sample@sample.jp

例）sample@sample.jp

http://emuaka.com/order-rule.php

http://emuaka.com/privacy.php

ページ内リンクとび先

申し込み情報を送信する

送信ボタンデザインはこんな感じで

クリックで確認画面
→送信

http://emuaka.com/inq-top.php
http://emuaka.com/order-rule.php
http://emuaka.com/privacy.php


To：参加申込者メールアドレス
From： support@emuaka.com

タイトル：Mアカ説明会への参加申込を承りました。

本文：
○○○○様

この度はＭアカの保護者向け無料ウェブ説明会へお申し込みいただきましてありがとうございます！
下記にて確かに承りました。

お名前：○○○○様
メールアドレス：○○○○
参加希望日：2022年○月○日

開催時間は19:00（開場18:50）～20:00です。

◇無料ウェブ説明会（zoom）のURL
https://us02web.zoom.us/j/83115953804?pwd=MnV1MmMvOGd1bVRYMUhBb0I2b2V2dz09
ミーティングID: 831 1595 3804
パスコード: 421844
※スマホからアクセスする場合はアプリのインストールが必要です。

当日は、ビデオをオン、マイクをミュートにした上でご参加お願いいたします。
またウェブ説明会は、発言者のみ顔が映る形式にて録画させていただきます。

それでは当日のご参加を楽しみにお待ちしております。

何かご不明な点等ありましたら、 support@emuaka.com までお気軽にお問い合わせください。
どうぞよろしくお願いいたします。

----
Mアカ運営事務局
support@emuaka.com
http://www.emuaka.com/LP/

自動返信メール

①参加者への自動返信メール

②事務局への自動返信メール

To：support@emuaka.com
From：任意

タイトル：Mアカ説明会への参加申込

本文：

お名前：○○○○様
メールアドレス：○○○○
参加希望日：2022年○月○日


